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東北大学大学院理学研究科化学専攻

片平キャンパス見学会

E-mail: kumigashira@tohoku.ac.jp

日時： 2026年6月24日 (水) 午後1時〜5時
場所：片平キャンパス 南総合研究棟 2 1F大会議室（下記URLのE03）
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/campus/01/katahira/areae.html

宮坂研

E-mail：nagatugi@tohoku.ac.jpE-mail：maofukuyama@tohoku.ac.jp

E-mail：miyasaka@imr.tohoku.ac.jp

E-mail：satoshi.takahashi.a6@tohoku.ac.jp

E-mail：shin.mizukami@tohoku.ac.jpE-mail：kasai@tohoku.ac.jp

E-mail：eriko.nango.c4@tohoku.ac.jp

• 各研究室の概要の説明
• 各研究室に分かれた個別研
究紹介・質問タイム

• 在学生との交流
• 研究室訪問の申込み など

お問い合わせ先

東北大学多元物質科学研究所 根岸研究室

E-mail:
yuichi.negishi.a8@tohoku.ac.jp

E-mail: yuichi.negishi.a8@tohoku.ac.jp
ナノ金属触媒を原子精度にて制御することで
エネルギー・環境触媒を高機能化する（根岸研究室）
ナノテクノロジーは、機器やデバイスの小型化、高機能化、高分解能化、高効率化、省エネルギー化を実現し、そ
れにより、材料、エネルギー、環境、情報通信、医療といった分野で多くの問題を解決すると期待されています。こうし
た技術を飛躍的に進展させる為に、ナノスケールの大きさをもつ高機能な物質の創製が切望されています。金属原
子が数個から数百個集まった金属ナノクラスターは、そのような高機能ナノ物質として大きな注目を集めています。根
岸研究室では、特異な物性や機能をもつ金属ナノクラスターを生み出すこと、そしてそれらをエネルギー・環境触媒に
て活用することを目指し、研究を行っています。

図1. 開発を目指す主なエネルギー環境触媒
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図2. 貢献を目指す循環型社会
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・当日のスケジュール
13：00～13：10 全体説明（根岸）
13：10～14：05 研究室紹介（全9研究室）
14：05～14：30 休憩
14：30〜15：00 ポスター発表＆懇談
15：00～16：30 第1部 希望する系別に研究室見学
Aコース：有機化学系（永次研・笠井研）
Bコース：物理化学系（組頭研・根岸研）
Cコース：無機化学系（宮坂研・旧火原研）
Dコース：生物化学系（水上研・高橋研・南後研）

16：30～17：00 第2部
研究室自由見学（希望者）

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/campus/01/katahira/areae.html

